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1．緒 言

　昭和29年5月211ヨより昭和31年10月311二1までの長野地方の雨，雪の放射能についての
　　　　　　　　　　　　　くり
測定結果はすでに報告したが，それ以後も引きつづいて測定を行ってきた。その結果に

ついてここに報告する。

2．　測定用試水の採取とその蒸発，乾固

　測定用漏水の採取方法は前の報告におけると全く岡様であったが，その要点だけを次

に述べておく。

　採水にはビニール布を木わくに張ったものを川いている研究者が多いようであるが，

当地方では前の報告の第1表，およびこの報告の第1表の備考欄からも知れるように夕

方から夜，朝にかけての降雨が多く，採水器を一夜中放置し勝ちで，このため採水器の

面積が大きいときは異物の混入が多くなる恐れがあり，かっまたこれまでの測定経験か

ら別に不都合を感じなかったので，　これ玄でと同様31Cln　X　36cmの大型ホーローびき

バットを用いたのである。

　試水量としては第1表の試水量の欄の数僖の前に湘三i］を附けたものは採水量の中から

よく振とうして，その一部分を試水量として用いたものであるが，無印のものはすべて

採水量を全量そのまま試水量として用いたものである。したがって後者の場合には試水

量（＝採水量）からそのときの降雨の強弱は大休1・1綻できる。降雨，降雪の概況は第1
　　　　　　　　　　　　　ロ　
表の備考欄に記入しておいた。試水量として採水量の全量を用いた理由は前の報告にお

けると嗣様である。

　なお採水場所はほとんど当研究室の前に作った高さ7尺の採水台上であった。

　試水を蒸発，乾固する際，試料坦1内の濃縮雨：水を赤外線電球によって蒸発，乾固する

とき，残留乾三物は試料R猛の底面に圃着し，いつまでもその形を変えることなく，測定
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に便宜であった。

3。測定方法
　放射能の測定には季斗研製32塑放射能葦i・数装置を用い，試料皿の鯨：置，測定方法，湖

定値の幾fll∫学的補IE（試料の拡りの爾奮1，試料に対しG－M管のマイカ窓の張る立体角

などに対するもの）などいずれも論の報告に述べた通りである、、ただこの測定にはマイ

カ窓の厚さ3．4m9／cm2のG－M管を使用したが，全測定を通じて，　G－M管を取換える

必要は起らなかった、，G－M管の性能については科研製放射能標準試料（RaD十RaE）
　　　　　　　　　　　　　　　　くの
第30号および新しく購入した第！22㌧ン　を川いて度々検査を行った。

4．　測定結果およびその考察

　さきに報告した測定に引きつづいて昭31年11月よりlll！32年8月までの間に降った雨お

よび雪の放射能の強さを測定した結果は第1表に示す通りである、，ただしこの報告にお

いては四三計数1直（第6欄），および幾何学約補正を施す前の放射能の強さのl！ll定値に

統計誤差を附記したもの（第7欄σ）Z）を記入しておいた。また幾何学的補正を施した

測定僚にも統計誤差を附記した〔第7欄の疹磐1（4π／∫2ノめ〕。前の報告においては表の紙

面の大きくなることを避けて統計誤差を附記しておかなかったが，その比較統計誤差に

おいてこの報告におけるものと同穆度であった。

　昭和31年度および昭和32年度における雨，雪の放射能の強さの経羅変化の様子をそれ・

それ第1図および第2図に示す、，縦軸に放射能の強さの対数が，横軸にその雪水をとっ

た降爾の日時が取ってある。図の⊥都にアメリカ（記号ア），ソ連（記号ソ），英国（詑

号工）が核兵器の爆発実験を行ったという報道，あるいは比較的確からしい推測のあっ

た日を矢印で参考までに示しておいた。

　このグラフにおいて△翻で示した測定値は1；a然放射能が強く影響していると考えられ

るものである。この測定においては，自然計数，麟然計数を含めた試料の放射能計数を交

：互に20分間ずつ測定し，前者は4凹または3回，後者は3阿または2腱1測定し，その1分

閥当りの平均憾の差を試水量1！｝ットル当りに換算したもの（放射能の強さ，1とpm／D

に幾締学的補正を施して爾，雪の放射能の強さ〔1（4π／飢4）〕を求めたので，試料にっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
いての測定を始めてから終るまでに約1時間45分乃至却寺闇を費している。したがって

自然放射能を多く含む時は測定中にその変化が著しく現れて，容易にそれと知れる。そ

の他の場合においては1，2時澗の測定時間の長さ1こもとずく変化は全：く認められなか

った。

（8）　いずれも検定づ■みのものである。

（4）測定にこのように長時閣をかけたので，第工表中の測，ヒiヨ時は火体その中1｛｝1の時剣が淋し

　てある。また放射能の減衰が激しい場台には・試料についての測定時間を短縮した。
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　グラフからすぐわかるように昭和31年6月以i；斧現在に到るまで，爾，雪の放射能はそ

れ以前に比して増大していることは確かであり，特に昭和31｛1・ζ6月，8月，9月，12∫4お

よび昭和32年4月，5月，7月に強く現れている。これらがアメリカ，ソ連あるいは『英

国の核兵・器の爆発実験と関係していることは明らかである。また昭和32年には昭和31年

における試料No．56，　No．105のような特別に強い放射能を示すものはないが，平’均し

て放射能の強度が増大していることは，笑験に用いた核兵器の大小，種類，またその実

験方法の変化などのことを考慮すれば了解できる。

　試料Noユ05の放射1了髭の強さはこれまでの全期開を通じての最高であるが，前の報告

における最高強度の試料No．56が採取Fi時が土曜日（昭31．6．23，　P．1）であった関係で

採取後2口たって初めて測定された事情を考慮に入れるならば，ほぼ相似た強度で1まな

かったかと考えられる、、すなわちNo．105の採水後21・li後に当る12月20　E：；における放射

能の強さは29，869cpm／1で，　No．56のそれは27，573　cpm／1である。それにしてもこの

降雪の以前における核兵器爆発実験の11i倖i越しては1箇月以上も前の11月17E［のソ連に

よるものがあるだけで，この当地で最高を示した放射能がそれに原陸1するものか否かに

ついては簡単に推；論できない。このNo．105の試料についてはその後の放射能の減衰を

詳細に測定している。その結果については後に報告する予定である。

　また試料No．127，　No，132，　No。133，　No．137，　No．151，　No．152，　No．153，　No．156

な：どは自然放射能の｝1影響を考慮しても，いずれも1000cpm／1以．ヒの人工放射能を含有し

ていたものと思われる。しかしこれらの試料を採愉した以前にソ連，米，英などが核兵

器爆発についての一連の実験を引きつづき行っているので，これらの放射能がどの実験

の結果によるものであるかを判断することは容易でない。ただ短い期間内に数多くの実

験が引きっついて行われているため，その放射性降下物は残留混・合し，このために本年

における爾，雪の放射能の強さが特別大きなピークは示さないが，その平均において増

大しているのでないかと考えられる。



　　　　　　　　　第　　1　表

　　　　　　　長野地方の雨，雪の放射能

　　　　　　　（自｝1召黍031．11一至呉召禾032，8）

G－M計数管B－54367（マイカ窓の厚さ3．4mg／c塒2）を使！l｝：1

暗　
D

謡
…

採，
編
ゴ

ー
腫
画

料
号

試
番
皿

　　　「

試水量1測定　日時…
　　　1

1
　

自然計数 放駁能の強さ
∬ 「蕩（4諏万．

降償1概況
　　繍

・…6・． |．H25贈26。．，
和　3！　年

23δ・1

…陣P25込、§、，。．、1・8・

・・2雪円29込、窪

．1f巨6

P．3 29．9
cpm

嘆4。4＝ゴ＝2．9

1126 o。訓29・・ 64．4二圭＝4。9

cpm／1p、35±28叫艶。．盤、5

30　a．9
，。ξ・11130

p．0．30
i

’ノ1’ノ

I　E
ノ’ 1■ 11　30

P．1

27．7 1

28．2

580＋一44

ノ’ ノ’

’ノ．

ノー

1F

ノF

ノ’

11　30
P．2

12　3
p．0．30

　　　　Cpm／kg
203．3＝圭＝5．0 1865＋46

cpm／k9

79．7d＝4．0 i②731±・・

ノ
．’ ノー ノ’

29．9 74．5＋4．0 i③　683±37
；

28．4

ノ’ 12　3
P．3

28。6

63．7＝ヒ2．8 ④　584±26

47，3±2．7 b　434±25
1

11　26
嘱一塑降爾

／！30軍朝
1廉璽雪a．10はれ、る

タ’

103

！’

；
1月’！

…

ノ’ ！’ 12　14
p．1．30

11　　29　　P。　！0

　　　～11　30　a．9
45011130
　　】 P・430

26．2

26．8

47．6＝ヒ2，7 ⑥　437±24

！’

33．2±ユ．8 326一←18

！r

1

12　3
P．2

27．6 23．7±1．8 ②　232±17

！’ ！’ ！’ ！’
12　！4 　　　i…

p．3．30…
29．0 13．2±1．4 ③　129±14

玉1　29P．10ノ」＼罫1ミ1

11　　30　　三士iノ」、雪’

104

ノ’

105

ノ’

珊

12　5　p．4
　　　～！2　6　a．9

！’

460 12　6
P．3

27，2

ノノ

茸

1217 栫A量、8、．、｛・385

　　　　　　　　　　F

12　15
a．11

26．4

12　18
P・4・30

27，7

25．1＝ヒ1．4 230＋43

　

iil　56P紬驚

20。6±1．7 ②　189止15

5678．8士13．0 52581→一120

忠

難
暑
醤
現
〉

●

o
・
¶



2
0
●
刈

即
踊
皇
霊
㊦
設
い
繍
騨
㊦
周
回
晦
噸
鋤
邸
万
O
ぐ
ノ
，
（

①
帆

　雨降
　雪 概況

中部学
三

二
残

放五能の強さ
！ ｛ 摩∫（4π／ρ・4）

　　　　　　　　　　　　　　cpm／kgi
44．2＋玉．g　　　l 602±

cp塒／kg
17

自然計数時日測　定試水量
時

ラ
日
闘

取
（期

採十三・種類

cpm
28．3

12　19
p．5．30

　　9「

50012　　19　　a．11No．106t雪

318＋　15②35．3±1．627．412　25
p．1。30

1
1

〃1
1

1
1

12　19　P．2
～P．ユ0　　陶…璽章572±：1763．5＋1，928．812　20

P．3
50．O12　19　p．4

　　　　　　　～12　　2◎　　a．91071雪
　　「

565±16②62．7＋1．826．412　25
P．3

〃1
1

1
1

〃

1多　　20　　p。6降

雪，夜米はれ、る

12　25　p．41降
雪，夜半はれ、る

428±　16486G＋1．828，312　21
P．2

50G

434±　1648．2一←1．826。612　26
P．3

500

12　20 P．5
～12　21 a．9

12　25　p。5
　　　　　　～12　26a．9

雪108

，
9
．

01

年32瀦昭

始め小雨後雪1072＋　17120．1一ト1．928，7

685＋　15②76．7＋1。727．6

694＋　15③77．8＋1．727．6

631＋　15④70．7弓一1，728．1

雪
晴

降
07

1

μ
a

ハ
6
丞2^
2

1
1

1326＋　21144．5＋2．326．4

1162＋　17

1296±　21

②
③

126．6→一1．827．8

141．3一ト2．226．4

972→一　19ゆ105．9→一2．128．4

荷

7
釜
・

a
1
0

271
～

「
潤
一
．
．

mP
C
9

591÷　1
、、．、±，，。Cpm／1P27．9

130a．7
～a。10陶…雨

23一｝ヨ中
；次雪，順鞘」二む

331＋　3736．1＋4。027．9

10

　P．4
11

　p。3β0
12

　aほ2
王4

　P．3．30
24

　P．3
25

　p，3．．30
26

　a。11
14

　P．4
28

　P．1
30

　P．2

1
60010　　a．8，30～a．121

　　　　

110躇
1

〃1
1

〃
、

〃
．

1
〃η

1
〃〃

’
！

屑

’
ノ

〃

1
500

24　a。9
23p．5
　　～1

1
111

士
〃
．

1
1

η 1
ノ

1
1
1

1
1

〃1
1

2
1
1

〃〃 f
！

1
　　CC
45528　a．9

1
270

30　a．10

884＋
cpnVkg
22

　　　　　　　　cp卿kg

95．5÷2．4
28．4

42

P．1
　　9「
500a．94

26P．1
　～1
29P．5
　～1
2P．1
　～2

1

112汗

1

2

113陣
・・41雪



試料
番号

115

種類

雪

採　取　日　時
　　（撫：1　階D

2　6p．5
　　～2　7a．9

116閲

Ji27浮身 8a．9
・・7〔雪29賜、、。．、。

試水量 測定日時
　grl　2　7
500i　　　P．2
　　　
1290

2　8
P，4

自然計数 放射能の強さ
1

一
． ゴ＝認∫（4π／52ノ玉）

　cpm　　　　　　cpm／k9
29．1　　　　　　　　69．2＝ヒ2．3

28．1
46．5＋LO

cpm／】

　　　cpnVk9
618±20　1

419±9
cpm／玉

降璽概況
　ヨ

みぞれ

　9「
360

’1〃1
！’ ノー

211 o．、．、。1・…

2　11
P。2

29．9

イ交，掻し係1弓垂1

406．4＝±二8．0
cpm／kg 　　　cpm／kg　2　11　a．6

3984±　 79　　　　　－　 a．　101；課響雪

’・レー
ノノ ノ’ 211

p．2．30

312．2→一7．4

29．7 26L　5＋6．9

②　　　3061±　　72

“’■

！1 ノr

ノ’

ノノ

’’’ 1f

ノー

ノ’

118

119

！ ノ’

ノノ ！’

・i211込身、2。．9

酬216込彦18。。9

・2・雪｝227賜28。．9

121雪1228込ξ
1a．9

漏1

3 4P．5
　　～3　5a．10
3　8P．1
　　　～3　9a．9

・2・国31焼ξ、2。，9

’！州 1’

③2564±68
！’

ノ’

f’

ノー

ノ’

480

330

500

480

540

1150

460

11

211
P．3

29，3

213
P．3

27．7

242．1一←6．7 1④2373±66　i

214
P．3

218
P．3

208．2：±：3．2 1⑤2041±32
1

28・・巨99・・土・・2 ⑥ 1959→一32

28．8 188．5＋2．9 ⑦1848±28
222 o．一28・・ 186．4±3．1 ⑧ 1827＋31

212
P．5

218
P．L30

228
p．2．30

3　1
P．3

28．3 97，5一ト3．0

29，9 109．5±3，0

32．0 65．2±2，0

30．8 95．3＋2．1

878士27

1013士28

640±19

858＋19

小
覇

17｝ヨィ斐擁三より

181ヨ朝迄降雪
27［：ヨタブゴ［矯…雪

28日朝はれる

35　　i　　　　　　　28．8　　P．1．30i
3　9

P。ま

312
P．4

313
P．2

30．5

29．8

30．5

一彫色r1二1ノ」、雪，

17．2±1．5 154＋13
ミ

「5｝ヨ朝ラ爾後壽荘
…

11．3d二〇．8

80，9±2．6

101止7

729±24

63．3＝±2．9 ② 571＋26

81ヨp。1～p．8
．雪後みぞれ

小 雲

①
①

鄭
繋
濁
鵬
〉
・
欝
羅

9
圃



三歳i種類！採（取：　　日糞：：粥　　　　r：粥）時

125雪
・261雪

127

ノー

雨

！1

　

’11”

314p．5
　　　～3　15a．9
321p．2
　　　～3　 22　a．10

4　19
a．1L　30～p．0．30

〃

ノ’

　9「
500

500

測定日時
．
；

自然計数

1’ ノー

3　15
P．4．30

3　22
P．4

　　cd　4　19
・1goi　　P。3．30

ノ’
419

P。4．10

30．7
cpm

29．0

30。4

30．8

’■419P．、．、。い…

128

129

130

131

！’ 1’ 420
a．11

雨419 20a．9
爾｝422・・8・3・～・・1・

雨｝422贈
23a．9

雨

132i雨
　ヨ

厚　’ノ

5　5　a．7～a．9

5　 7　a．9～P．3

ノ’

800142G
　　　　　　P．1　　1
435

430

275

4　22
P．3

423
p．1．30

5　6
p．1．30

28・｝57P．、

ノ’ 5　7
P。5

29．8

ηしノ

」

ノ’ 1’

ノ’1’

ノ’

ノ’

！’

133圃57込ξ、。．、

30．0

3α9

30．2

29．7

32．1

！

ノ’

！’

160

・34｝雨

　…

135

5　　12　p．0．30～p．2 55G

雨 519P。7
　　　～520a．6

440

29．6

5　8
P．3

29．9

5　20
P．3

5　29
P．4．30

5　8
p．1．30

5　13
P．3

27．7

27．9

30．3

i29．6

5　20
P・L30i

29．8

放射能の強さ
1 1ゴ＝z（4π／ρ14） 降嬰概況自

　　　　c脚／kgi
36。7＋　　2．o　　　　i

　　　cpm／k9
330＋18

一晩申降雪

113，6＋　 2．2

849．3一ト11．0
cpmβ

803，5→・一1L3

1114±21

7652＋99
cpm／正

時々降雲

小 雨

⑨　　　7239誰＝101

788．7土11．4　　…③　7105±103

637．0＋　　7．3

127．7＝虻　　1．6

④　　　5739ゴ＝　66

1151±：15

19．6一←1．8 175＋16

56．2＋　　2．1

38．フート牌　3．0

734．1→一12．1

535．5＋10．4

502＋19

346＋27

6555→一108

⑨　　　4781±　　93

310．3±4．0　③2770±36

188．5＝ヒ　3．8 ④　　　1683＝1＝　34

419P．2
～P．12　　降「蒋

前夜半
～22a．10降雨

時々降雨

一錠中i降「菊

小 繭

⑤　　　1505±：　30

e
圏
甲
麟
叫
㊦
購
凄
馬
勘
鵬
㌣
〔
O
ぐ
ノ
・
（

168．6±　 3．4

395．1＋　　7．0 3624±64 t小
…

雨

5．3±1．4 48＋12 正午～夕方降雨

51．9＋　290 467±18
零

雨三々旧く強風



試料
番号

Noほ36

137

138

種類採 i取　臼冝@間）蒔 試水量

一軸
「

セ

C

C
5

1419
　a123

5

巳r
O

2
「
5

528 ｮ29。．、い・5

測定日時 ｝
自然計数

雨

5　21
p．3．30

5　29
P．3

529p．5
　　　～5　30a．9

7251530
　　　　　P．4

29．8
cpm

29．3

13g圃66贈 7a．9

29．5

88副67P．、．3。129・・

…｝酬・＿惣・・一・・1　66・67，．杢．

「ξ嗣ざ1’込813。，、i　535161£P，。、。「

　　　　．613薙、4、．、i．．・・51614　142　τi　ミ」

29．6

放射能の強さ
∬ 1ゴ＝！（4πρ・4）

①
c
Q

況概
雨
雪降

24．9ゴ＝0．7

cpm／｝11

417．5幽3．4

60．9土1．4

32．4→一1．0

　
立

　
夕

　
6

　
P

20

`　
3

5
レ

．
戸

朋
m

PC
6＋　222

13727±・・i・1・

534牽12 罫端々｝矯…雨

1292±・1時・降雨
28。7率1．3 256土12

a．9～a．11

29．6 74．3→一1．9 669＋17 ＼」ノ

143雨

P．3129・9
617P．5
　　　～6 18a．9

・4・1雨1624込64・ll。．，

1000［618P．2

・10。01625
　　　　　　　P．4

60．5や1．1 571＋10

29．6 92．1＋1．3 830＋11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ1 6　　13　　P．6～

P。7 ’露『ミf尋

　　　．

29，3 1　88・2±1・。 809＋9

一1艶中1蜂丙il

…1爾i626P・・一・…3…　5・ 6　27
P．王

30．6 54．7±5，3

強 卍
」

削
P

489＋47

・・6圃626贈，Z。。9｝・・…｝627P．， 30議

　ミ
ユ47肩翠1

！48

62筏ξ28。，999・

149

7　2P。5
　　　～7　3a，9

　
9

　
a

　
4

即
り
7

恥
～

．
3

…
7朋

爾

！5司．藩「「．8勇1

9a．9

655

485

＊930

6　28
P・3．30

7　3
p．2．30

29．2

3L1

7　4
P，4

7　9
P．4

29．6

29．4

8．1±0．8 74＋7

く

1小1
．

5号鷲育載あた憂デ

151＋8

臣
〉
O

欝
霧
鎌

16．9→一〇．9

24、2±1．3

｛時々降雨

151

152

繭 7　9P．5
　　　～710a．9

Dπ，，
P　7　　11　P．5

i＝ド刊　　 ～7 12a．9
　i
153i爾i
　［

5
7

ひ
～

817

一

19a。9

218＋12 P益々降繭

21．5＋1．3 192＋12 i74朝
73。3±1．0 673＋9 一

諸
　
ド

渦
＼

プ

・・…一10P，3。、。129・8 227曾3一←1．4 2050±13

23・i712P．，．3。129・・ 310．4＋5．0 2797＋45

（
エ
、

～
蔓

弓 雨

1

63・ Dヒ19P．・ 29’5 P 162．8十2．1 1453±18

小 綿
～

｝

719率途｝り1
、降

9
刈



，

醤種
料
号

試
番 採翻）蒔｝瀬

154 酬722
　　　　　　　i串　　ccp．3．30～p。5
　　　　　　　1　500

測　定　日　時…　自然計数

155

　　　　　7　23
　　　　　　　　　Pコ2・30

・5・・1ヴ23P．4
32．4

cp江ヒ

雨
7　22　p．5
　　　～7　23　a．9

31．8

放射能の強さ
∫ 乞＝1（《π／ρ！1）

156

157

158

159

44．2±1．7
cpm／】

雨

94．3一ト2．1

7　25　p．5
　　　～7　26　a。9

500 726 o．，。3。129・・

7　27　　　　　　　　　32．O
　　　P。0．30

194．0＋2．6

398＋　15
cpm／1

爾

雨

雨

865＋　19

7　26　p．5
　　　～7　27　a．9
8　15　P。5
　　　～8　16　a．9

1110

455

1780＋　23

8　28　p．8
　　　～8　29　a．6

44．5±1．0 408＋　9

8　16　　　P．3．3。129・1

　　　　8　295551
p．4。30

29．2

23．0十1．8 207＋　16

53．3＋1．8 480÷　16

降留概況
O
．
唄

強 雨

時々降雨

晦々小雨

時々降爾

ム
虫

弓 雨

28師．8～
夜半降雨、

（註）（1）採水臼時の欄に11　25　P．10～11　26　a．7とあるは，11月25臼午後10時に採水用バットを採取場所に置き，11月26日午前7蒔にバ

　　　　ットより雨水をとったことを表す。a．は午前，　p．は午後を示す。

　　　（2〕雨については1リットル当りのcp加，雲については1キログラム当りのcpmを示す。雨水の量はメスシリンダーで，雪の量は秤で

　　　　はかった。 翻
㊦
誌
ぬ
味
風
口
π
6
ぐ
ノ
バ

α
O



刈
O

105

5
4
3
2

10唇

5
4
3
2

10：

5
4
讐
32

102

5
」
・

3

2

1G

ソソ
1821

℃

ソ
つ
】 ア

5

ア　ア

2128 ，
り
0

ワ
ー

ワ．’　天ρ　フ．Pフ7　ヲ’フ’

26　3　911　2！32
ソソソ　　ソ

24302　10
ソ
ー
7

i｛召矛日31f｝£（1956瀦三）

510152025
　　，：レ、N

510152025　510152025
　　．F．E：；　　　　　　　　．λL曳1｛

一
Φ

冨

ヨ 「

51〕15202D
　　へ　，．．．・．

ノ

1

）

命

ゆ

貞

馳

51〔：｝152〔｝25　」

　　M、、Y

…
T　「　…

の

①　1　　　i　　　　

蓬

1
　
…

ρ （）

〕

①

ノ
．

　　　1
@　　…　　　…．z．畠1

@　　「

5
己
蕊

＃ ｝
㎏ 、

㊦

｛
…

9一 嵐
＿）

臼

」

D
芭

）
　
｛

4）

｝
〆

…

…

i
ト
「

’

、、

1 1
1
｝

目
　
…

ヨ
1

口 ｝
…
ト

　l

奄
P
5
1

L
…

〕

…
1
し
1

，

i 1
…

捌
「
　
1

5
1
　
E

5
f

／01520｝5　．UN 5
」．

101．）205
@　〒L

1 5 10152025　舵．uG 5 1（眠025 ：5 卿左025 510152
No．、L

251　　… 510
．正埋（．！
圭52025

翻
田
〉

●

第　薯 図
O
・

M



Z
9
『

ソ ｝ソソソソソ 工 アエアア ア　ア ア ア
8 i36101216 15 283125 1824 5 15

103
i ヨ

…
1

5 1

】
5 」 α 7

1
r

嘆 …
1

i
i
ト
L
一
．
3
　
2

L
I

」
l
l
E

ヨ
E
F1伊
i
…

｝
と ｝

F

i
＝

1
D

｝
…
押
i t

ワ
1
ひ

”［：・
1
」
｝
1
ζ

　　i

@　1　　F＿＿一．’

ト
F
　
…
…亀 ヨ
i

1

炉　．

【　卜　∈ ヨ
岱

塾 ‘

む
… 『　囁

E1＝　　。 o ヒ
13

5

・ト ｝
ヨ
ヨ
】

…
じ l

l
l

1（弼 1

i　　　　　　　F 1

望
　
… 1

1

　　　　　　　…
h　　　　i

i
1＿1

L
】　　　　1

ひ
1

⊆一
　 i

｝‘u 印 …

3 昭和32年（1957年） 1 1，L ：
lll目

5
　

1 1 i 1 5 1 i
「 ll L

1
l　i

｝ テ ！ ｝・ ｝ 、　l　l

　
l
I
G

】■ i1
5

ii，1 1 】
i

i i
ヨ

5

L聖、。マ唱D 01
⊃｝

5　　　025　M・奄卍 51
　
0
，
l
l

510　λ 　0．v 工
「

b
T
N

5～ 5101胤 25 510
，

噂　　噛

2 1
0
1
L

「　．　｝

海
躍
誉
溝
㊦
副
甲
蜘
㊦
溝
漂
欝
万
O
ぐ
・
ぺ

第　2　図

醐
H



72 森本彌三八 佐藤泰子 No. 7

Sumrnary

On the Radioactivity of Rainfall in Nagano-District

(part 2)

Yasohati MORIMOTO and Yasuko SATO

(Received September 15, 1957)

   This paper reports on the results of the measurements on the radioactivity

of rainfall in Nagano-District from Nov.,1956,to Aug., 1957.

   The radioactive intensity of rainfall in this district increased more
intensely from Jun., 1956, to present than before and especially was strong

in Jun., Aug.,Sep. and Dec., 1956 and from Apr., to May and Jul., 1957.
These results were due to the explosioR experiments of the nuclear weapons
by U. S. A. , U. S. S. R. and Great BritaiB.


